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fMRI（ functional magnetic reso-



















































































計測方法 CTスキャン MRI DT-MRI





測定対象 骨、血腫、石灰化した 柔らかい組織の構造 繊維質の組織の走行性
組織 の違い、血管
















































































































































計測技術 fMRI PET、SPECT SQUID NIRS
測定原理 核磁気共鳴、 γ線測定、 磁束密度、 近赤外光、
ヘモグロビンの酸化状態の 放射線同位体を含む分子の 頭表面の磁束密度分布を測 ヘモグロビンの酸化状態の




測定対象 局所的な血流量の変化。 神経伝達物質などの分子の 脳電流の動き。 皮質表面の血流量の変化。
動き。
長所 空間分解能が良い（1ｍｍ 特定の分子の代謝を測定で 時間分解能が良い（数ミリ 測定するときの自由度が高
程度）。 きる。 秒）。 いので、乳幼児や患者の測
定に有利である。
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